











































のだろうか。もちろん、 「きそば」 「すし」 「 （御）てもと」程度であれば問題なかろう 、ある程度まとまった文章を楽しめる人間となると、かなり限られてくるだろう。明治以前の知識人であるならばいざ知らず、今日では、研究者であっても、くずし字解読は難しくなって 。寺社に赴き、資料調査できるレベルの研究者となると、人材豊富とは言いがたいと思う。まして大学生では 国文学等を専門としている学生であっても、 「くず 字は、 むしろ苦手」








資料が楽しめないというのは、何とももった ない話である。誤解の いように申し添えるが、もちろ 英語教育を行うなと言いたいわけではな 。 「英語文献も めるが、くずし字文献も、ある程度 楽 める（少なくと 全く読めないわけではな ） 」とい 方向を模索す べきではないかと主張 たいのである。　
筆者の立場としては、せめて、国文学・国語学・史学等


































































































































































































研究論文は数多 あるものの、一方で、 「日本語学 学問する」 という視点からの研究はさほど多くはない。しかし、より良い研究を行うためには、 「日本語学を学問する」という、メタ日本語学（メタ言語学）的な視点が重要であと思われる。　
メタ日本語学（メタ言語学） 対象としては、具体






用通知を受け取った後の対応等も含む） 」 「より能率的で手堅い調査方法の模索」等が上げられる。本稿は、 「より効果的な日本語学教育の模索」 一環として位置付けられるものと考えている。　
今後、メタ日本語学（メタ言語学）の観点から、くずし
字教材のさらなる紹介や、このような教材を用いた授業の実践報告等を行って きたいと思う。注（一）




























ある。 「ｉ＋１」等の概念の異なりも、その違いを反映してい といえる（第二言語習得理論を、そのまま、くずし字学習に当てはめている ではなく、両者の異同を考慮して応用しているとお考え頂きたい） 。
（三）









































































. Terrell ( 1983) The N
atural 
































 本稿に記載された内容は、 「実践女子学園知的財産等に関する規程」に基づく本学園の審議を経て、職務発明として既に特許出願しているも の一部であ（ふくしま
　
たけのぶ・実践女子大学文学部准教授）
